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天橋立

富士山
三保松原

主催／宮津市　　協力／天橋立を世界遺産にする会、天橋立を守る会
後援／京都府、京都府教育委員会、伊根町、与謝野町
〔お問合せ先〕宮津市教育委員会社会教育課　TEL：0772（45）1642

11月19日（土）
午後1時30分から4時30分

みやづ歴史の館 文化ホール（定員：250名）

日時

会場

参加費無料（申込み不要）

●記念講演「芸術の源泉としての富士山と天橋立」
　　 松島　仁 先生（静岡県富士山世界遺産センター教授）

●記念講演「日本の名勝 －100年の歩み－」
　　 平澤　毅 先生（文化庁）



■ 講師紹介 ■

平澤　毅
Tsuyoshi Hirasawa

文化庁 主任文化財調査官
（名勝部門）

◆ 名勝100年とは？ ◆
　令和4年度は、天橋立が「史蹟名勝天然紀念物保存法」に基づいて三保松原（静岡県）
などとともに、名勝に指定されてから100年という節目の年に当たります。当時の天
橋立は、観光資源として注目を集めていましたが、名勝指定により自然環境や歴史的
な景観が一体的に評価され、観光開発と文化財保護がバランスよく進められる契機と
なりました。
　まさに名勝指定は、現在も続けられる天橋立の保全活動の原点として重要な意味を
もち、今後の取組みの指針になると考えます。さらに本年度は、天橋立の特別名勝指
定から70年の節目の年に当たることから、宮津市では「天橋立名勝100年、特別名勝
70年記念事業」を展開し、天橋立への理解と愛着を深める機会としていきます。

〖関連事業〗ウォークイベント「特別名勝・天橋立を歩く」
日　　時：令和4年11月20日（日）午前10時から12時
集合場所：智恩寺駐車場
申 込 み：不要
コ ー ス：智恩寺（天橋立図屏風） → 四軒茶屋 → 石灯篭 → 廻旋橋 →第2砂州（橋立切断／真景図） 

→ 日本三景碑 → 特別名勝碑 → 大天橋 → 名勝碑 → 橋立神社 → 橋立神社鳥居（天橋
立図、慕帰絵詞、真景図） → 大天橋 → 日本の道100選碑 → 廻旋橋（対橋楼など、天
橋立桟橋） → 智恩寺駐車場（どんぶち川ほか）【解散】

駐 車 場：お車でお越しの方は、市営天橋立駐車場をご利用ください。
　　　　　午前9時から午後2時まで無料で駐車いただけます。

△天橋立に建つ「名勝　天橋立」碑（「大正13年9月建設」と刻まれる）

•開会あいさつ
•祝　　辞
•来賓紹介
•記念講演「日本の名勝 －100年の歩み－」
　　平澤　毅 先生（文化庁）
•記念講演「芸術の源泉としての富士山と天橋立」
　　松島　仁 先生（静岡県富士山世界遺産センター教授）
•事例発表「特別名勝・天橋立と文化的景観」
　　河森 一浩（宮津市教育委員会）
•パネルデスカッション
　　「富士山、三保松原、天橋立の価値と保全」
　　　平澤、松島、羽渕 徹（天橋立を守る会会長）
　　　聞き手：河森
•閉会あいさつ

名勝地や遺跡、文化的景観の保護を出発点
として、地域における遺産の包括的な保護
に取組んでいる。

◆天橋立名勝100年・特別名勝70年記念シンポジウム◆
「日本の名勝と富士山、三保松原、天橋立」

松島　仁
Jin Matsushima

静岡県富士山世界遺産
センター教授

中世から近世の日本美術史、文化史を専攻
し、富士山を描いた絵画の定型化や、徳川
将軍家との関係について研究する。

※ご来場の際は、駐車場は「浜町パーキング立体駐車場」
をご利用ください。５時間無料。
　（ミップル駐車場はミップルお客様専用駐車場につき、
ご利用いただけません。）


